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皆さんは、この野津田高等学校を自ら志望し、本日、晴れて、入学されました。本校に入学するのも｢縁｣

あってのことです。この縁を大切にしてください。縁を大切にするということは、この学校が自分にとっ

て最高の居場所であると信じて生活するということです。皆さんの中には、勉強が苦手だったり、人間関

係がうまくいかなかったりという経験をした人も多くいることでしょう。しかし今日ここにできた縁を

大事にして、ここを母校とするという強い決意を持って高校生活を始めてください。こうした決意が、充

実した学校生活や学習活動の基盤になります。 

さて、入学にあたり、新入生の皆さんに、これから始まる高校生活で心がけてほしいことを三つお話し

します。 

一つ目は、「目標がないから動けないのではなく、やってみることで目標が生まれる」ということです。

目標が先にあればこんなに幸せなことはありませんが、そんなことは稀です。いろいろなことに挑戦して

みて、初めて目標が見つかるのではないでしょうか。自分は何をやりたいのか、自分は何になりたいの

か、自分は人のため、社会のために何ができるのか。目標はまず、目の前の場面に飛び込むこと、やって

みることから生まれます。自分が何を好きで、何を楽しいと感じるかも、まずはその場面に飛び込んでや

ってみないとわかりません。興味の範囲が小さければ、それだけ選択の幅は狭くなり、結果的に、自分の

能力や個性にぴったりと合う「将来」というものに出会う可能性が失われていきます。皆さんには一人一

人優れた個性があり、鍛えれば大いに伸びる可能性が秘められています。いろいろなことに興味を持ち、

関心を持ち、行動してみることによって、自分の可能性を広げ、高い目標を見つけてほしいと思います。 

二つ目は、「頑張りきる」ということです。これから、日々の学習や部活動、学校行事、家庭での生活

を頑張りきってください。楽なことに流れず、誘惑に負けることなく、誰かのせいにすることなく、まず

は頑張る。そして自分を叱咤激励し、自身を成長させるために、頑張りきる。この努力をしたという事実

こそが、人生における自信と希望につながるのです。小説家の井上靖さんは、こう言いました。「努力を

する人は希望を語り、怠ける人は不満を語る」と。希望を語れる人になってください。これからの長い人

生で、多少の困難に出会っても、あの時頑張れたのだから大丈夫と、自分を信じてあげられる経験を積ん

でください。 

三つ目は「規範意識を育てる」ということです。規範とは、規則の「規」に模範の「範」と書きます。

つまり規則を守るということだけでなく、人の模範になるということです。まず、「規則」つまりルール

は決められたことですから守らなければなりません。中でも重要なルールは「時間」です。時間はすべの

人に平等に与えられた権利であり、動かせない絶対的なルールです。時間という最も基本的なルールを守

れなければ社会は成り立ちません。次に規範の「範」つまり模範です。これはルールではありません。い

ちいち規則には書いていないけれど、人と人とが共に生きていくうえで必要な、一人一人の他者への思い

やりと優しさに裏付けされた行動です。これを身につけるためには、やるべきこと、やったほうがいいこ

と、やってはいけないことという基準を自分の中で育てていかなければなりません。レイモンド・チャン

ドラーという作家がその本の中で主人公にこう言わせています。「強くなければ生きていけない、優しく

なければ生きていく資格がない」。決められたルールを守るのは当たり前、それ以上に自らの内側からで

る規範意識を身に着け、強くて優しい人間になってください。 

この４月に、民法が改正され、皆さんは高校在学中に法律上大人になります。高校生でありながら、一

方では社会人としての知識と自覚と責任が求められるという難しい立場になります。だからこそ、今お話

しした３つのこと、興味・関心を広げ目標を見つける、何事も頑張りきる、規範意識を身につける、この

３つのことに取組み、成長してほしいと願っています。 


